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図１ モデル図面（左：現行品、右：試作品） 

図３ 解析結果（試作品：銅） 



 

 

外科用医療器具開発には、検討項目が多

岐にわたり開発に時間がかかると考えられ

ます。そこで、開発時間短縮を目的に、構

造解析による変形特性評価を行いました。 

 

 
現行品と試作品の結果を比較するため、

それぞれのモデルを作成しました（図 1）。

試作品は「ゴム－金属－ゴム」の構造で、

芯材となる金属を変更して 5種類作成し、

使用時の動きを模した塑性変形の解析を行

いました（図 2、3）。また、現行品の 3点

曲げ試験を実施して、解析の妥当性を検証

しました。 

 

 

曲げやすさを評価する値である相当応力

を比較すると、芯材を「銅」にした結果が

現行品と一番近い値を得ることができまし

た。また、3点曲げ試験の結果、塑性変形

の解析結果と同じ値を算出したため、今回

の解析方法は妥当であると判断しました。 

構造解析の利点は「モデルの形状・材料

の物性値」が分かれば様々な試作品をモニ

ター上で検討することができ、開発時間短

縮に繋がる点です。これらの値を変えるこ

とで、曲げ心地などを好みに合わせた試作

品開発にも繋げることができます。 
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